
畜産技術論と実習II
ー繁殖分野ー

・ 精液採取（茂花号）
・ 牛精子の観察
・ 去勢（精巣機能不全）
・ 超音波による妊娠鑑定（約妊娠４０日）
・ 直腸を介した卵巣診断



動物を人工的に増やすために開発されてきた技術

1780年 イヌの人工授精

1952年 家畜の人工授精と精子の凍結保存技術

1963年 家畜の人工妊娠（胚移植）技術の開発

1982年 ウシの体外受精

1985年 ブタ・ヒツジの遺伝子組換え動物

1997年 体細胞クローン動物

1969年 マウスの体外受精技術の開発

1978年 ヒトの体外受精技術の開発

1982年 遺伝子組換えマウス

1982年 マウスES細胞株の樹立

2006年 人工多能性幹細胞（iPS細胞）の樹立

2011年 iPS細胞・ES細胞から生殖細胞への分化と個体作製



近年動物を増やすことは簡単ではなくなってきた

・自然交配はさせない（人工授精）

・動物種・品種による違い（病態モデル）

・能力による違い（高能力化と低受胎率）

・高度な技術を用いた動物生産（クローン技術、
遺伝子組み換え）



家畜繁殖学研究室
初代教授

西川 義正 先生



ウシの人工授精

直腸

子宮
精子注入器



人工授精によって何が変わった？



人工授精の普及率と乳用牛の平均乳量との関係

農林水産省資料より



人工授精技術は確立した技術か？

・ 10年間で一気に実用技術として定着した
・ わが国では、ほぼ100％人工授精によって子牛が誕生している

ウシの人工授精







人工授精のメリットとデメリット

メリット：

・ 雄側からの育種改良を急速に進めることができる。
・ 少数の雄しかいらないので飼育コストが大幅に削

減できる。
・ 交配できる雌の数が格段に増加した。
・ 時間・空間的制限がなくなった。
・ 衛生面での管理が可能になった。

デメリット：

・ 人工的な手法であるため受胎率が低い。
・ 少数の雄しかいらないので近親交配による近交退

化が問題となる。



動物が増える（繁殖する）仕組みを理解する



哺乳動物の受精



発情・排卵と内分泌ホルモンとの関係

LHサージ

排卵

ヒトの月経周期

脳下垂体からの性腺刺
激ホルモンの分泌動態

卵巣の形態的変化

卵巣からのホルモン分泌

子宮の形態的変化

出所：http://9e.devbio.com/image.php?id=542

KUOCW
挿入テキスト
出所:http://9e.devbio.com/image.php?id=542




発情の同期化と過剰排卵誘起法

排卵を人為的に誘導するとともに発情の発来を制御する

・発情の時期の予測が可能

・人工授精の適期の予測が可能

・分娩時期の予測が可能

過剰排卵誘起法

１）ホルモンの拮抗作用の利用 （妊娠の持続→解除）

プロジェステロンを長期間投与し偽妊娠状態に置く、投与
を解除したときに発情が起こる。発情同期化法として有用。

２）黄体の強制退行 （妊娠の強制的解除）

プロジェステロン分泌を人為的に低下させる。黄体退行作
用のあるプロスタグランディンF2αを投与する。投与後、2～
3日で発情が来る。動物が黄体期にあることが条件。発情
同期化法として有効。

３）排卵誘起法 （卵子の成熟を人工的に刺激）

卵胞を発育、排卵を誘起するホルモンを投与し強制的に
排卵させる。１）あるいは２)の方法と併用することによって
過剰排卵が可能。

１頭から平均10個の卵子が排卵



1回の過剰排卵・授精 10個

受精卵回収 7個

移植可能胚 5個

年間4回処置 20個

20個×60％妊娠率×8歳まで

100頭の子孫（子ウシ）

受精卵の回収と胚移植後の牛生産



過剰排卵処理と受精卵移植

過剰排卵：発情周期に一個し
か排卵しないウシ (ドナー）
から複数個の受精卵を得る。

受精卵移植：回収した受
精卵を別の雌 (レシピエ
ント）に移植する。

ドナーとレシピエントの
発情周期は同調している
必要がある。

体外受精卵

卵子提供牛（優良和牛など）

過剰排卵・採卵

移植（乳牛の有効活用）



過剰排卵処理後の受精卵の回収

非外科的に受精卵を回収する

卵管内にある卵子の回収は困難(ウシでは発情後７日目以降が一般的）



杉江 佶 博士

出所 :http://trg.affrc.go.jp/v-museum/exchange/ex0503.html



発情０日 発情2日 発情3日

発情20日
発情18日 発情２１日



受精卵(胚）の移植

・非外科的移植（ウシ･馬などの大家畜）

・移植部位は子宮に限られる

・外科的移植（中・小家畜）

・移植部位、移植する胚の発生ス
テージに制限されない



“紋次郎”偽精液事件

兵庫県美方郡（但馬牛）

父： 安美土井 母： はるみ

紋次郎(群馬県で飼育）

14万頭の子供を残す

通常1,000円～3,000円
1本＝100,000円で闇取引



和牛凍結精液等流通管理体制構築推進事業

H19年度～
和牛凍結精液流通管理の厳密化、正確化。

和牛遺伝資源の国外流出防止。
農業競争力強化。



東京都港区芝浦 3-17-12

バーコード 2次元コード

ミューチップ *

・世界最小

・無限のIDを与える

・安価

*｢ミューチップ｣は(株)日立製作所の登録商標です。



無無線線 CI タタググ「「ミミュューーチチッッププ」」

応応用用例例：：

・・遺遺跡跡発発掘掘物物のの情情報報管管理理
・・原原子子力力発発電電所所のの精精密密機機器器部部
品品のの品品質質管管理理

将将来来的的ににはは：：
・・紙紙幣幣のの流流通通管管理理・・偽偽造造防防止止



液体窒素にも、乾熱滅菌にも耐えられる

液体窒素から取り出した直後に情報を読み取れる



μチップの装着

μチップと精液ストローの接合部分

（超音波で一緒にシール）

μチップ 精液ストロー 綿栓



ストローおよび十桁耳標へのミューチップの装着

ミューチップインレット 綿栓とストローの間に装着。
通常のストローと同様に精液充填、人工授精が行える。

実証試験では繁殖雌牛もミューチップで識別
することを試みる。

ラミネートフィルムに封入したイン
レット。
汚れても読み取ることができる。



インレット取り付け自動化

空のチューブにインレットを挿入し、接着する。
綿栓の挿入は、(株)富士平工業が現在使用している装置によって行うことができる。
＊接着剤配合など要検討。



ICタグリーダー

ノートパソコン
アプリケーション



データはIDと紐付けられ、
データベースに保管される。

研究所 人工授精師

ネットワーク

データベース

ID

ID, 種雄牛名, 採取年月日, 流通履歴, 人工授精実績, ・・・

ID

ID, 繁殖雌牛名, 個体識別番号, 三代祖, 飼養農家, ・・・

ID

情報

精液データ

雌牛データ







P
!

P
!
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!

３点読み取りによる人工授精実績登録

①雌の耳標のミューチップを読む。
②精液ストローの

ミューチップを読む

③人工授精師IDカードの
ミューチップを読む

確認

確
認

確定

④人工授精を行う

どの雌に

どの
精液を

誰が
データベースいつ



無線ICタグを用いた精液管理システムの実際



実際の運用を視野に入れた
システムのリフレッシュ

ネットワーク

データベース

ID

ID

データベース

現場でのパソコン
操作を不要に。

通信回線が遅くても（無くても）
データを収集できる運用方法。



バーコード・ICタグ対応
ハンディターミナル

• 各種バーコード、ミューチップ、
13.56GHz帯RFIDの読み取りに対応。
• 専用コードで内部アプリケーションを
開発可能。
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